
令和７年度 

とよはしインターネットモニターアンケート調査結果 
 
テ ー マ   「防犯対策についてのアンケート調査」 

調査期間   令和 7 年９月 12 日（金）～令和 7 年９月 26 日（金） 

回答者数   343 人 

対象モニター数   400 人 

回 答 率   85.8％ 

※ 百分率の値は、小数点以下第 2 位を四捨五入しているため、割合の合計が 100％にならない場合があります。 

 

【属 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 人5. その他

男性

47.5%

女性

51.9%

回答しない

0.6%

性別

18歳～20代

16.6%

30代

19.5%

40代

21.3%

50代

20.7%

60代

13.1%

70代以上

8.7%

年代



概 要 

１．住んでいる地域（町内）の治安について 

「どちらかといえば不安を感じない」が 40.2％と最も高く、「特に不安を感じない」

の 28.9％を加えると約 7 割となっています。この結果は、過去に実施したアンケート結

果とほぼ同様の結果となっています。 

 

２．不安を感じる理由について 

不安を感じる理由として、防犯灯や防犯カメラなどの対策がされていないと感じると

の回答が多くありました。 

 

３．地域の防犯対策について 

地域の防犯対策として何が必要だと思いますかという問いに対して、防犯灯や防犯カ

メラが必要との回答が多くあり、犯罪の起きにくい環境づくりを求める声が多いことが

分かりました。 

 

４．防犯活動の認知度について 

登下校時の見守り活動を行う「子ども見まもり隊」の活動が最も知られていました。

また、自主防犯団体を補完するために実施している「ながら防犯活動」の認知度が低い

状況が分かりました。 

 

５．不審者対策について 

不審者対策として、どのような取り組みが必要だと思いますかという問いに対して、

ここでも、防犯灯や防犯カメラの取り組みを挙げる方が多くいました。 

 

６．電話やメール、SNS 等を用いた犯罪について 

必要な取り組みについて、メール、広報などの市からの情報発信や防犯教室の開催を

挙げた方が多く、改めて市民が情報を求めていることが分かりました。 

 

７．トラブルに巻き込まれた際の相談相手について 

トラブルに巻き込まれたときの相談相手として、「家族」に加えて「警察」を挙げた方

が多くいました。 

 

８．犯罪被害者等への支援の必要性について 

支援の必要性について、「知っている」が 47.2％、「知らない」が 52.8％となり、認

知が進んでいない状況が分かりました。 

 

９．犯罪被害者等支援のため、市が取り組むことについて 

市が取り組むものとして、「相談しやすい環境の整備」を挙げた方が最も多くいました。  



【問１】 あなたが住んでいる地域（町内）の治安をどのように感じていますか。 

【あてはまるものを１つ選択】（ｎ=343） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問２】 【問１】で「3. どちらかといえば不安を感じる」または「4. 不安を感じる」 

と回答した方にお聞きします。そのように感じる理由は何ですか。 

【あてはまるものを１つ選択】（ｎ=106） 
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13.2%

7.5%

11.3%

17.9%
22.6%

27.4%

問２

1．近所で、空き巣や車上ねらいなどの犯罪が発生したか

ら

2．身近で特殊詐欺の被害を聞いたり、電話がかかってく

る等したから

3．不審者を見かけたり、近所でトラブルなどがあるから

4．地域で防犯灯、街路灯などの対策がされていないと感

じるから

5．地域で防犯カメラなどの対策がされていないと感じ

るから

6．その他



【問３】 犯罪発生を抑制していくには、自身の防犯対策だけではなく、住んでいる地域

での防犯対策も重要となっています。そこで、地域の防犯対策として何が必要だ

と思いますか。 

【あてはまるものをすべて選択】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問４】 現在も多くの地域住民の方々によって防犯活動が実施されていますが、その取

り組みで知っているものはありますか。 

  【知っているものをすべて選択】 
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1．防犯カメラの設置

2．防犯灯による夜間の明るさ確保

3．地域住民による防犯パトロール

4．防犯教室などによる地域住民の防犯意識の向上

5．防犯グッズの配布

6．防犯診断による危険箇所の見える化

7．特に必要ない

8．その他

問３
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1．青色回転灯付きの車両による防犯パトロール

2．子ども見まもり隊による登下校時の見守り活動

3．防犯グッズを着用し、ウォーキングやランニングなどをする

『ながら防犯活動』

4．全く知らない

5．その他

問４



【問５】 豊橋市内では年間 100 件以上、不審者発生の通報があります。不審者対策とし

て、どのような取り組みが必要だと思いますか。 

【あてはまるものをすべて選択】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問６】 近年では特殊詐欺やフィッシング詐欺など、電話やメール、SNS 等を用いた犯

罪が増えています。その対策として、どのような取り組みが必要だと思いますか。     

【あてはまるものをすべて選択】 
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1．防犯知識を教える教室の開催

2．地域住民による見守り活動

3．防犯カメラの充実

4．防犯灯の充実

5．市からの情報発信（メール、広報など）

6．そもそも必要性を感じない

7．その他

問５
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1．防犯知識を教える教室の開催

2．市からの情報発信（メール、広報など）

3．対策機器やグッズ、アプリ等の購入

4．そもそも必要性を感じない

5．その他

問６



【問７】 万が一、あなたがトラブルに巻き込まれたときに、すぐに相談できる相手は誰

ですか。 

【あてはまるものをすべて選択】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問８】 犯罪被害者やその家族の方が、その被害を回復し、再び平穏な生活を送ること

ができるようにするために、支援が必要な場合があることを知っていますか。 

【あてはまるものを 1 つ選択】（ｎ=343） 
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【問９】 犯罪被害者等支援のために、市が取り組むものとしてどのようなことが必要だ

と思いますか。 

【あてはまるものをすべて選択】 
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1．犯罪被害者等支援への理解を深める市民への啓発活動

2．相談しやすい環境の整備

3．警察や裁判への対応に関する支援（法律相談、同行支援など）

4．何も必要だと思わない

5．その他

問９


